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小
中
学
校
で
の
不
登
校
児

は
42
名
（
２
０
２
２
年
度
）

で
、
岩
尾
滝
の
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー｢

ふ
れ
ん
ど｣

に
通
っ
た
の

は
12
名
で
し
た
。 

【
上
田
市
議
】
不
登
校
の
児

童
・
生
徒
や
保
護
者
に
、
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
民
間
施

設
を
紹
介
し
た
か
。 

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
不
登
校

の
子
ど
も
に
対
し
、
学
習
活

動
、
教
育
相
談
、
体
験
活
動
な

ど
を
し
て
い
る
民
間
施
設
と
さ

れ
て
い
る
。
昨
年
度
か
ら
今
ま

で
、
相
談
者
へ
紹
介
し
た
の
は

４
件
、
小
矢
部
市
の
「
大
空
へ

飛
べ
」
や
砺
波
市
の
「み
や
の
森

カ
フ
ェ
」を
紹
介
し
て
い
る
。 

【
上
田
市
議
】
不
登
校
は
問

題
行
動
で
は
な
く
、
誰
に
で
も

起
こ
る
こ
と
で
あ
る
。
「
教
育

機
会
確
保
法
」
（
２
０
１
６
年

制
定
）
第
13
条
で
、
「
学
校
以

外
の
場
で
の
学
び
が
重
要
」
、

「
不
登
校
児
童
生
徒
の
休
養
の

必
要
性
」
を
踏
ま
え
、
状
況
に

応
じ
た
学
習
活
動
が
行
わ
れ

る
よ
う
、
必
要
な
支
援
を
行
う

と
し
て
い
る
。
文
科
省
の
通
知
（

19
年
）
で
は
、
「
学
校
に
登
校

す
る
」
と
い
う
結
果
の
み
を
目

標
に
す
る
の
で
は
な
く
、
児
童

生
徒
が
自
ら
の
進
路
を
主
体

的
に
と
ら
え
て
、
社
会
的
に
自

立
す
る
こ
と
を
目
指
す
必
要

が
あ
る
と
し
て
い
る
。 

保
護
者
の
な
か
に
は
、
学
校

以
外
の
居
場
所
を
知
ら
な
い

人
が
い
る
。
情
報
提
供
が
必
要

だ
。 

小
矢
部
市
の
公
立
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
７
ヵ
所
で
働
く
支
援
員
の

定
数
23
人
に
対
し
て
、
１
週
間
の

勤
務
日
数
が
少
な
い
支
援
員
（
勤
務

日
数
１
日
か
ら
４
日
）も
働
い
て
お

り
実
人
員
は
38
名
（
内
５
日
勤
務

は
５
名
）
で
す
。 

【
上
田
市
議
】
ひ
と
つ
の
ク
ラ
ブ
で
定

数
を
超
え
る
支
援
員
が
入
れ
替
わ

り
働
い
て
い
る
。
子
ど
も
が
支
援
員

に
な
じ
む
の
に
時
間
が
か
か
り
、
支

援
員
も
一
人
ひ
と
り
の
特
徴
や
個

性
を
つ
か
む
の
に
時
間
が
か
か
る
。

保
護
者
も
迎
え
に
行
く
た
び
に
支

援
員
が
違
う
の
で
は
、
子
ど
も
に
関

す
る
要
望
を
伝
え
る
こ
と
に
不
安

を
覚
え
る
の
で
は
な
い
か
。 

【
民
生
部
長
】
各
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
責
任
者
を
中
心
に
、
受
け
入

れ
開
始
前
に
、
前
日
の
出
来
事
の
情

報
共
有
、
当
日
の
運
営
体
制
の
打

合
せ
を
し
て
い
る
。
日
々
支
援
員
が

代
わ
っ
て
も
、
保
護
者
に
不
安
を
与

え
な
い
体
制
作
り
に
努
め
て
い
る
。 

【
上
田
市
議
】
１
週
間
の
勤
務
日

数
が
少
な
い
の
は
、
募
集
し
て
も
人

が
集
ま
ら
な
い
か
ら
で
な
い
か
。
１

日
４
時
間
勤
務
の
た
め
、
他
に
パ
ー

ト
の
仕
事
を
持
ち
、
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク

の
人
も
い
る
。
児
童
が
学
校
で
の
緊

張
を
解
き
ほ
ぐ
し
、
友
達
と
関
わ
っ

て
楽
し
く
豊
か
な
放
課
後
を
過
ご

せ
る
よ
う
に
、
支
援
員
の
研
修
や
勤

務
条
件
の
改
善
、
正
職
員
化
を
求

め
た
い
。 

 

日
本
共
産
党
富
山
県
地
方
議

員
団
は
５
月
17
、
18
日
、
富
山

県
へ
２
０
２
４
年
度
予
算
編
成

に
対
す
る
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

上
田
由
美
子
市
議
も
参
加
し
、
要

望
実
現
を
働
き
か
け
ま
し
た
。 

要望する上田市議 

＝5月17日、県議会会議室 

【
共
産
党
】
国
民
健
康
保
険
税
に

つ
い
て
、
国
の
動
き
に
あ
わ
せ
、
小

矢
部
市
が
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の

均
等
割
を
廃
止
し
よ
う
と
す
れ

ば
、
２
０
２
２
年
度
は
18
歳
ま
で

は
７
５
２
万
円
、
未
就
学
児
で
は

【
共
産
党
】
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
に
助
成
を
す
る
こ
と
。 

【
県
】
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
、

任
意
接
種
で
あ
り
、
個
人
の
判
断
に

よ
り
個
人
の
負
担
で
受
け
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。国
で
は
、

年
代
別
に
効
果
を
調
べ
検
討
し
て

い
る
。 

東
京
都
で
は
２
０
２
３
年
度
か

ら
接
種
費
の
個
人
負
担
軽
減
の
た

め
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費

を
助
成
す
る
区
市
町
村
へ
の
補
助

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
補
助
額

は
、
生
ワ
ク
チ
ン
の
場
合
は
５
千

円
／
回
（
１
回
の
み
）
、 

不
活
化
ワ

ク
チ
ン
は
１
万
円
／
回
（
２
回
ま

で
）
を
上
限
で
す
。
任
意
予
防
接
種

に
お
け
る
健
康
被
害
の
救
済
措
置

に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。県

内
で
は
上
市
町
が
上
限
５
千
円
１

回
の
み
で
補
助
し
て
い
ま
す
。
富
山

県
で
も
ぜ
ひ
実
施
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。 

【
共
産
党
】
県
道
砺
波
小
矢
部
線

の
拡
幅
を
、
国
の
交
付
金
を
活
用

し
て
、
い
っ
そ
う
強
力
に
促
進
す
る

こ
と
。
特
に
危
険
個
所
の
多
い
金
屋

本
江
地
内
を
促
進
す
る
こ
と
。 

【
県
】
県
道
砺
波
小
矢
部
線
で

は
、
野
寺
交
差
点
で
今
年
度
は
道

路
改
良
を
実
施
す
る
。
砺
波
市
側

の
西
中
地
内
で
は
、
県
道
福
光
福

岡
線
と
の
交
差
点
改
良
に
取
り
組

ん
で
い
る
。 

残
る
西
中
か
ら
金
屋
本
江
ま
で

の
区
間
に
つ
い
て
は
、
実
施
中
の
事

業
の
進
捗
状
況
や
周
辺
の
交
通
量

の
推
移
、
地
域
開
発
の
動
向
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
実
施
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。 

小
矢
部
市
５
月
臨
時
議
会
が
22
日
、
23
日
に
開
か
れ
、
物

価
高
騰
対
策
と
し
て
補
正
予
算
（
案
）
が
審
議
さ
れ
、
14
事
業

の
実
施
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

次
の
２
点
は
、
５
月
８
日
に
日
本
共
産
党
小
矢
部
市
委
員
会

が
市
長
に
申
し
入
れ
た
要
望
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。 

市
内
農
業
者
に
対
し
、
市
独
自
に

農
作
物
の
作
付
面
積
（
二
毛
作
含
む
）

10
ａ
当
り
２
０
０
円
の
支
援
金
を
支

給
し
ま
す
。 

（７
０
０
万
円
） 

小
矢
部
市
は
、
学
校
給
食
費
を
２
０
２
３
年
４
月
か
ら
値
上
げ
し
ま
し

た
が
、
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
そ
の
増
額
分
を
助
成
し
ま
す

（
７
５
０
万
円
）
。
し
か
し
、
こ
の
助
成
は
23
年
度
の
み
で
あ
る
た
め
、
来
年

度
以
降
引
き
続
き
助
成
す
る
仕
組
み

を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

85
万
円
で
可
能
で
あ
る
。
市
独
自

施
策
に
介
入
し
な
い
と
確
認
さ
れ

た
こ
と
を
、
す
べ
て
の
市
町
村
に
も

通
知
す
る
こ
と
。 

【
県
】
子
ど
も
の
均
等
割
に
つ
い
て

は
、
市
町
村
独
自
で
は
な
く
国
全

体
で
解
決
す
る
問
題
で
あ
る
。
し
か

し
、
市
町
村
か
ら
均
等
割
軽
減
の

相
談
が
あ
っ
た
時
は
、
相
談
に
応
じ

る
。 

２千年の眠りから覚めた古代蓮  


